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はじめに
　根釧農試と北見農試の馬鈴しょ科（現在
の作物育種グループ）においてバレイショ
育種に18年間従事し、10品種の育成に関与
したが期待通り普及したとは言い難く、そ
の反省を踏まえ最近思っていることなどを
述べたい。

１． 1986年以降の北海道のバレイショ品
種

　北海道のバレイショの優良品種数は、国
内育成初のシストセンチュウ抵抗性品種
「トヨアカリ」が育成された1986年には13
品種であったが、シストセンチュウ抵抗性
品種を用途別にそろえる必要性や、民間導
入・育成品種の優良品種認定開始などによ
り、2011年には38品種にふくれあがった（図
１）。さらに、消費者ニーズの多様化に伴い、

地域特産を目指した特徴ある品種の優良種
苗の確保・普及を図るため、優良品種でな
い品種を“地域在来品種等”として採種体
系にのせることが可能になった。その結果、
北海道では現在少なくとも50品種以上の優
良品種と地域在来品種等の原原種の配付が
行われ、暖地向け品種の原採種栽培も行わ
れている。
　品種別作付面積は、1986年には「紅丸」
が全体の１／３を占め、「農林１号」も
10％弱を占めていたが2009年にはともに
1％未満に激減し、代わって「コナフブキ」
がでん粉原料用の大部分を占めている（図
２）。しかし、生食用の「男爵薯」や「メー
クイン」の割合は1986年とほとんど変わっ
ていない。
　シストセンチュウ抵抗性品種は、「キタ
アカリ」、「とうや」、「さやか」、「きたひめ」、
「アーリースターチ」の５品種が1,000haを
超えているが、全抵抗性品種の作付面積割
合は16.6％にすぎない。
　なお、私が育成に関与した品種は計
772ha、1.4％に過ぎず、いづれも惨敗と言
わざるを得ない。この反省を踏まえ、1986
年以降優良品種に認定された品種について
の普及状況を考察しながら、バレイショの
新品種を普及・定着するには何が必要なの
かを考えたい。

【特集】ジャガイモの育種を考える

バレイショ育種に期待すること

千田　圭一道総研 上川農業試験場研究部 主査

図１　北海道におけるバレイショ優良品種数の推移
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２．品種を普及・定着するには？
　普及見込面積に対する実際の最大普及面
積の百分率を達成率とすると、1986年以降
認定された優良品種のうち達成率100％以
上は34品目中６品種であった（表１）。こ
れらの品種に共通して言えることは、普及
見込面積が比較的控えめであったこともあ
るが、品質面を中心に実需者や消費者にわ
かりやすい長所を持っていたことであろう。
　次いで、達成率50％以上100％未満（表２）
であった「マチルダ」と「さやか」は、と

もに需要が伸びつつあった業務加工に適す
る品種である。特に「さやか」は、サラダ
原料などの業務加工用の専用品種という、
用途別品種の新たな分野を開拓した画期的
な品種といえる。
　達成率10％未満の品種（表３）の後半は
育成後間もない品種であり、成否の判断は
今後の評価待ちだが、前半はほとんど普及
しなかった品種といえる。これらは、セー
ルスポントが病害虫抵抗性が中心で、抵抗
性以外の能力や利用法のPRが不十分だっ

図２　北海道におけるバレイショ品種別作付面積割合

表１　普及見込面積達成率100％以上の品種

品品種名
優良品種
決定年

普及見込
面積(ha)

最大普及
面積(ha)

作付面積
(2009)

達成率
(%) 要因

キタアカリ 1987 1,000 2,057 1,932 206 ○良食味

とうや 1992 1,000 1,215 1,215 122 ○早生，早期肥大性

アトランチック 1992 100 260 71 260 ○貯蔵性
×褐色心腐

スノーデン 2000 500 2,148 2,053 430 ○長期貯蔵性，
エルノー廃止

きたひめ 2001 1,500 1,566 1,566 104 ○貯蔵性，エルノー廃止

オホーツクチップ 2004 100 291 291 291 ○早生
○そうか病抵抗性

達成率（%）=最大普及面積／普及見込面積×100

表２　普及見込面積達成率50%以上100％未満の品種

品品種名
優良品種
決定年

普及見込
面積(ha)

最大普及
面積(ha)

作付面積
(2009)

達成率
(%) 要因

マチルダ 1993 150 126 110 84 ○小粒活用

さやか 1995 3,000 1,591 1,379 53 ○サラダ適性
○外食・中食需要増
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た品種が多い（特に根釧や北見農試の生食
用品種）。
　でん粉やポテトチップスなどの原料用品
種は、品種の能力が生産者、工場、メーカー
に認められれば普及する可能性が高いが、
消費者の認知が不可欠な生食用は、これま
で多数の新品種が育成されたが、抜群の知
名度を持つ「男爵薯」、「メークイン」に破
れ、死屍累々である。北農研では既存イメー
ジを打ち壊すカラフルな品種を創出する戦
略をとり、目論見どおり消費者の認知も高
まっているが、汎用性のある新品種の普及
の道筋はいまだ見えない。
　生食用品種を一定程度定着させるには、
「男爵薯」とは異なる部分、特に明らかに
優れている部分や明らかに違っている部分
を見つけ出し、そこを徹底的にPRするこ
とで普段買って食べている「男爵薯」より、
何かしら得した気分を演出することが何よ
り重要と考える。この点について、北農研
はかなり上手に演出しており、例えば「キ
タアカリ」は赤目、黄肉のため生産や販売
現場での反応は良くなかったが、栽培が始
まった頃に北農試に着任した梅村芳樹室長
が、テレビ番組や料理講習会を通じて食味

の良さやビタミンCの多さを強力にPRし
たことも手伝って、徐々に固定ファンを獲
得し目の赤さも差別化のポイントとなっ
た。「とうや」はでん粉価が低く、品種決
定前の食味評価は必ずしも良くなかった
が、梅村室長の巧みな弁舌で滑らかな舌ざ
わりやでん粉の少なさを逆手にとって低カ
ロリーのヘルシーさを強調し、シャキシャ
キサラダなどの調理法の提案を積極的に
行った結果、食味に対する悪評を払拭した。
栽培面でも、早掘りに向く早生という生食
用として大変魅力的な長所があったため、
裂開しやすい欠点があるにもかかわらず栽
培技術で克服しながら着実に普及した。「さ
やか」もでん粉価が低く食味の前評判は良
くなかったが、クセのなさと抜群の形の良
さでサラダ加工に活路を開いた。さらに、
「インカのめざめ」などの二倍体の濃黄肉
品種や赤肉、紫肉のカラフルポテトも、常
にマスコミに取り上げられ、いろいろな製
品に使われて消費者の注目度、認知度は着
実に高まっている。
　これに対し、根釧・北見農試育成の品種
は、「男爵薯」との置き換えを意識するあ
まり、「男爵薯」と同じ部分ばかりを強調し、

表３　普及見込面積達成率10%未満の品種

品品種名
優良品種
決定年

普及見込
面積(ha)

最大普及
面積(ha)

作付面積
(2009)

達成率
(%) 要因

トヨアカリ 1986 6,600 310 - 5 ×ウイルス株判別

エゾアカリ 1987 2,000 40 - 2 △品質（黒変，肉質）

ベニアカリ 1994 1,000 63 36 6 △コロッケ専用需要

ヤンキーチッパー 1995 100 0 - 0 ×貯蔵中の腐敗

花標津 1997 200 11 7 6 ×小粒，目の深さ，晩生

スタークイーン 1999 1,000 1 - 0 ×ウイルス株判別，黄肉

ユキラシャ 2000 1,000 6 4 1 ×低収，シスト感受性

キタムラサキ 2004 200 12 4 6
スノーマーチ 2004 1,000 30 30 3
らんらんチップ 2005 1,000 3 3 0
ゆきつぶら 2005 1,000 25 22 3
さやあかね 2006 100 2 2 2
きたかむい 2007 3,000 5 5 0
はるか 2008 600 4 4 1
アンドーバー 2008 100 4 4 4
ピルカ 2010 500 増殖中

コナユキ 2011 1,000 増殖中
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異なる部分は極力触れなかった結果、シス
トセンチュウ抵抗性以外の長所、魅力を十
分に伝えられなかったと反省している。
　小麦の「ホクシン」に対する「きたほな
み」のように、既存品種の特性を大幅に上
回るような生食用のバレイショ品種が育成
されたとしても、育成場の努力だけでは
100年の歴史を持つブランドを切り崩して
生食用新品種を大々的に普及させるのは不
可能であると痛感している。水稲の米チェ
ン、小麦の麦チェンのように行政が音頭を
とって生産、流通、消費が一体となった“イ
モチェン”のような普及PR活動が不可欠
と考える。

３．交配・遺伝資源の問題点
　栄養系作物であるバレイショは遺伝的に
雑種で四倍体のため、交配による目標形質
の集積効率が低く、種子繁殖性作物のよう
に世代を重ねながら組換えにより目標の遺
伝子を集めることもできないことから、交
配母本の選定が極めて重要であるが、近年、
交配組合せの手詰まりが懸念される。
　「トヨアカリ」以降の国内で交配された
北海道優良品種の来歴は、「トヨアカリ」
育成当時はシストセンチュウ抵抗性の育種
素材が「ツニカ」などごく少数の外国品種・
系統に限られていたため、海外の材料に偏
重し過ぎるきらいがあったが、逆に近年の
育成品種は海外の品種や遺伝資源の利用が
非常に少ない。2001年以降勝系番号以上が
付与された北農研育成系統（表４）と北系
番号以上の北見農試育成系統（表５）の両
親の来歴を見ると、国内の品種や育成系統
が大部分であり、海外品種や遺伝資源を交
配に用いた組合せはごくわずかであった。

この十数年、遺伝資源の計画的な導入がほ
とんど行われていないことが交配組合せか
らもうかがえる。
　特に、北農研の交配組合せ（表４）は、
国内品種を親に用いたものが目立ち自前で
育成した系統や交配母本の利用が少なく、
実生播種の２～３年前に交配したと思われ
る古い種子を供試した組合せも多い。病害
抵抗性などの高度化、複合化を図るために
は、既存品種どうしの交配では不十分であ
り、計画的に育種素材開発を行い最新の育
種素材を用いた交配組合せに取り組むこと
が不可欠と考えられるので、育種素材作り
に腰を落ち着けて地道に取り組まれること
を期待する。
　一方、北見農試の交配組合せ（表５）か
らは、DNAマーカーなどを利用しながら
自前で育成した病害虫抵抗性や高品質系統
母本系統どうしを組合せ、病害抵抗性の複
合化やでん粉品質の向上を着実に図ろうと
していることがうかがえる。しかし、利用
している母本系統は選抜の比較的早い段階
で選抜を中止し母本として残したものが多
く、病害虫複合抵抗性などには優れている
が、収量などの実用性に問題があるものが
少なくない。近年、北見農試育成系統の収
量性は停滞気味なので、交配母本の収量性
や後代における収量形質の変異などの検証
をしながら交配利用を進めることが必要で
あると考える。
　かつて各育種場では、毎年事業成績書を
発行しており、互いの交配や選抜中の系統
の成績など育種の進捗情報を容易に知るこ
とができたが、現在も発行を続けている育
種場は長崎県だけで道内の育成場は他場の
様子がほとんどわからない状況である。独
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りよがりの交配に陥ったり、全育種場で同
じような失敗の泥沼に陥らないためにも、
育種場間で交配情報をオープンにし、交配
や選抜についての情報交換を密に行い、互
いに刺激、切磋琢磨しあって育成品種・系
統のレベルを高めていただきたい。
　国内で利用している遺伝資源の枯渇も深
刻化しつつある。北農試の入倉幸男氏によ
る1960年代を中心とするバレイショ近縁種
の膨大な種間交配により、高でん粉価、疫
病抵抗性、シストセンチュウ抵抗性、
PVY抵抗性、耐霜性などの優れた育種素
材が数多く育成され、「コナフブキ」など
の育成につながっているが、入倉氏の後、

近縁種の計画的な利用が行われていないつ
けが来始めており、北農研のバレイショ先
端遺伝特別研究室による近縁種などを利用
した遺伝的変異の拡大や育種素材開発の成
果に期待したい。
　国内品種の遺伝的背景の拡大には、近縁
種とともに海外導入品種などの遺伝資源も
大きく貢献してきた。近年の例では、シス
トセンチュウ抵抗性母本のドイツの
「Tunika」とイギリスからの真正種子から
選抜された「根育20号」との交配から育成
された「ムサマル」は、それ自体はあまり
普及したと言えないが、後代から「ナツフ
ブキ」、「こがね丸」、究極の多収系統「根

表４　北海道農業研究センター育成系統・品種の来歴（2001年～勝系以上）
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育38号」などの交配母本系統、孫世代から
「アイユタカ」が育成され、新品種育成に
多大な貢献をしている。この十数年、国内
では海外遺伝資源の導入や交配利用が極め
て少ない状態が続いていたが、この5年ほ
どの間に北海道馬鈴しょ協議会の事業でア
メリカやカナダから品種や育成系統などを
遺伝資源として導入することができたの
で、有効活用されることを期待している。

４．多収可能性への期待
　品質や耐病性を重視するあまり、多収性
を目指した育種がややおろそかになってい

るきらいがあり、「コナフブキ」や「サク
ラフブキ」より高でん粉価で多収な品種・
系統は、この10年以上ほとんど育成されて
いないが、適切な育種素材の開発・利用に
より収量性向上の余地は十分あると考えて
いる。例えば、「ムサマル」を母、超高で
ん 粉 価（ 約30 ％） の 種 間 雑 種 系 統
「WB60015-7」を父とした交配組合せから
選抜した「根育38号」は、でん粉品質が劣
ることから品種化が見送られたが、でん粉
価は「コナフブキ」より高く、でん粉収量
は「コナフブキ」より約30％多い（図３）。
「根育38号」の多収性を解析し、近縁種や

表５　北見農試育成系統・品種の来歴（2001年～北系以上）
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海外の遺伝資源などを利用した遺伝変異の
拡大により，現在の品種の収量性を大幅に
上回る多収品種が育成されることを期待し
ている。

おわりに
　国内のバレイショ育種機関の研究員の数
は各３～４人しかおらず、バレイショの幅
広い用途や育種目標に対応するにはあまり
に少ないが、道内だけで４つの研究組織が
育種に取り組んでいる作物はバレイショだ
けであり、その点では恵まれているといえ
る。それぞれが異なる組織であり、連携や
すみ分けは容易ではないが、同じバレイ
ショを扱う仲間として、情報交換を密に行
いながら、一丸となって生産現場や消費者
から喜ばれる品種の開発に邁進していただ
きたい。

図３　極多収系統「根育38号」のでん粉収量
（北見農試）

□いも類振興会の出版物案内□

サツマイモ事典 この一冊があれば、サツマイモのすべてがわかる事典。サツマイモの起源・ 

（財）いも類振興会 編集・発行

（財）いも類振興会 編集・発行

伝播、作物特性、品種、栽培、普及、流通・加工、食べ方、文化までを 

網羅した事典。     年  月   判    頁      円＋税  ％ 

ジャガイモ事典 この一冊があれば、ジャガイモのすべてがわかる事典。ジャガイモの起源・

伝播、作物特性、品種、栽培、普及、流通・加工、食べ方、文化までを

網羅した事典。      年  月   判    頁      円＋税  ％

アンデスから食卓まで    ジャガイモの起源、種類、料理法等について解説。

田中 智 著              年改訂   判   頁    円

清薯源流の砦 八岳、嬬恋、上北、雲仙、北海道中央、後志、胆振、十勝の各馬鈴薯

（財）いも類振興会 編 原原種農場を紹介。     年   月   判    頁    円

21 世紀にむけてのいも作り ジャガイモ栽培をめぐる問題点を指摘し、その改善策を提起。

吉田 稔 著               年   月   判    頁    円        

バレイショ増収 1000 問答  講演での質問を基に、作付から収穫までの事項別に答えたもの。

吉田 稔 著                年  月   判    頁    円 

申込み先 〒           東京都港区赤坂         ヴィップ赤坂     

財団法人 いも類振興会                                  

郵便振替：

特集-千田圭一.indd   22特集-千田圭一.indd   22 2012/06/13   17:55:062012/06/13   17:55:06



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


